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GAP理解度･実施内容確認書

1．⾷品安全の確保のために必要だと考える取組（２つ以上）

2．環境保全のために必要だと考える取組（２つ以上）

3．労働安全のために必要だと考える取組（２つ以上）

4．⼈権保護のために必要だと考える取組（２つ以上）
※ 従業員を雇⽤している場合、記載すること

5．農場経営管理のために必要だと考える取組（２つ以上）

実施内容課題の理解

①
⺠間団体による第三者認証を取得している場合
→ すでにGAPに関する知識を有し、実施しているので、要件を満たしています。認証書の提出が必要です。

②
⺠間団体による第三者認証の取得準備中の場合
→ GAPに関する知識を習得中であり、実施に移⾏していると考えられるので、要件を満たしています。認証取得準備中であることがわかる書類の提出が必要です。

③

【H31限り】国が定めるGAP共通基盤ガイドラインに準拠した都道府県GAPの取組の確認を受けている場合
→ 都道府県GAPの取組の確認を受けたことを証明する書類の提出と合わせて、⼈権保護、農場経営管理の項⽬に関する指導･研修（パンフレットによる学習等を含む）の
受講及び該当部分の「GAP理解度・実施内容確認書」の提出が必要です。ただし、都道府県GAPが⾷品安全、環境保全、労働安全、⼈権保護、農場経営管理の全項⽬を
満たす場合には、指導・研修の受講及び「GAP理解度・実施内容確認書」の提出を省略することができます。

・
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⺠間団体による第三者認証を取得している場合などは認証書等の提出をもって、
「指導･研修」や「GAP理解度･実施内容確認書」の提出を省略できることがあります。

左記の各項⽬に記載した取組事項ごとに、
実際に取り組んだ内容を記載してください。

指導または研修で学んだ内容に基づいて、あなたに
とって必要な取組、課題を記載してください。
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